
 

 

 

 

 

 

 

 

 コロナと共存する生活が当たり前になり、マスク生活も続いています。 

日々一緒に過ごしている保育士の顔もわからないまま育っていく子どもたちに何か弊害は

ないのか、と感じます。 

 令和４年もあと１か月余り… 

 くる年は、「こども家庭庁」が動き出し、その翌年は「こども大綱」の策定「児童福祉法

改正」と保育士、保育教諭はさらに専門性を求められる状況が予想されます。 

 近畿ブロック保育士会でも zoom でキャリアアップ研修を行いました。 

 

 

「子どもの最善の利益を保障する保育・子育て支援とは」  

～ウィズコロナ時代における妊娠期からの切れ目のない支援～ 

   鎌倉女子大学 准教授 榊原 久子先生 

出生数の激減と、新しい生活様式の中での子育ての課題と現

状を、周産期と育児臨床から見えてくること、初産婦と経産婦の

リスクの比較や児童虐待、医療的ケア児の増加など具体的な現

状から今、保育所・認定こども園等に求められていることを講義

いただきました。そして産前産後からの切れ目のない支援をしているフィンランドのネウボラ的視点の

重要性についても熱く語っていただきました。 

 

全国保育士会では、今年もWEBで「全国保育研究大会」奈良大会を行いました。 

WEB での研究大会ではありましたが、奈良らしさを出すために 

司会の先生が飛鳥衣装を着て登場するなど、工夫を凝らした演出でした。 

 

 ８つの分科会では、助言者の先生のもとで１年間じっくりと研究した

成果を発表されました。 

 来年は静岡で参集し行われます。 

京都府保育士会は来年度、第６分科会「保育所・認定こども園等におけ

る保護者支援」で研究発表する予定です。 

 

 今年参加できなかった方も来年はぜひ静岡県での研究大会にご参加

くださいね。 
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全国保育士研修会のお知らせです 

 

１月２６(木)～２７日(金) 

場所：新横浜プリンスホテル 

 

久しぶりの参集で行います。 

鼎談は脳科学者の池谷裕二先生 

詩人で絵本翻訳家の木坂 涼さん 

全国保育士会村松幹子会長です。 

 

分科会は 

虹色な子どもたちで有名な 

星山麻木先生 

子ども主体の保育について 

川田学先生です。 

 

※すでに半分以上埋まっています 

お早めにお申し込みくださいね 


